
































　品質方針

　いわき事業所で1996年にISO9001を認証取得し、2003
年に対象を全社に拡大しました。2013年も最新版の
ISO9001:2008による更新審査に合格し、営業部門、間接部
門を含めた当社品質マネジメントシステムの良好な運用状況
が認証機関より評価されました。
　2013年度の品質方針と主要テーマは以下のとおりです。

　この方針を受け各部署において毎年度、詳細な品質目標を
策定し、進捗管理を実施しています。

　製品安全・品質保証

　当社では多様化し、グローバル化する法規制、お客様のご
要望に対応し、安全な製品をご提供するために、積極的かつ的
確な情報収集に努め、社内専門家により、それらを踏まえた新
製品安全審査を当社自主基準に基づき実施しています。新製
品安全審査は、製品設計、原料購入、製品品質、包装規格にわ
たり、製品の上市にあたっては、包装表示、広告・宣伝、SDS、知
的財産権等の面からも厳格な審査を行っています。
　製造や加工を外部委託している製品については、国内外の委
託メーカーに対し当社と同等の品質管理を求め、委託メーカー
と一体となり、製品安全、製品品質の維持向上に努めています。

　安全性研究・評価センター

　安全性研究・評価センターの役割は、これまでの医農薬開発
で培った安全性研究、評価技術を基に、クレハで開発、使用さ
れる各種化学物質、素材、製品の安全性評価を実施し、環境や
ヒトの安全性に配慮した製品の開発、作業者の安全確保に貢
献することです。
　具体的には、センター内での安全性試験研究の実施や国内
外の外部試験施設での委託試験の実施、各種文献調査によ
り、化学物質の有害性に関す
る様々な情報を収集してい
ます。そして、化学物質の使
用用途や使用量、使用方法
に応じた適切なリスク評価を
実施し、製品の開発、生産、
販売の各部門と連携して、よ
り安全性の高い製品の開発
に努めています。

　物流段階での環境負荷低減

物流分野における環境負荷低減は、改正省エネ法に基づ
き、特定荷主として毎年、エネルギー使用量削減計画の策定と
実績報告が義務付けられ、エネルギー使用量原単位（エネル
ギー使用量／輸送重量）を年平均1％以上低減させる目標の
達成に向けて、近年では以下の取り組みを行っています。
①生産拠点からの直送化や車両大型化による輸送距離の短縮
②共同配送など輸配送の効率化による積載率の向上
③包装形態・荷姿変更による積載率の向上
④取引運送事業者によるエコドライブ推進や車両更新計画に
　沿った新型車両導入による燃費の向上
結果、2013年度のエネルギー使用量原単位は、基準年とな

る2006年度比で15％の減少、二酸化炭素排出量は1，968ト
ンの減少となりました。
2010年7月にはモーダルシフトの取り組みが評価され、「エ

コレールマーク」の取り組み企業認定ならびにNEWクレラップ
をはじめとする家庭用品の商品認定を受け、現在も継続してお
ります。また、昨年4月に当社内で改革推進プロジェクトが発足
し、無理、無駄、ムラを無くすことでコスト削減に繋がる施策の
具現化を進めています。
これらの施策が環境負荷低減に繋がるよう今後も意識して
取り組んでまいります。

　物流事故対策

当社の取扱い製品は危険物や毒劇物などの化学薬品から
クレラップなどの日用雑貨品まで多種多様にわたり、おのおの
の荷姿や輸送方法が異なることから、物流事故の内容や発生
原因も様々です。特にいわき事業所出荷品は危険物や毒劇物
などタンクローリー輸送が中心であり、重大事故の発生が生
産に与える影響は計り知れません。日頃から物流事故削減へ
の取り組みをクレハ運輸と協働して進めてきましたが、2013
年度は残念ながら車両事故や製品混入が発生しました。幸い
にして大きな事故には至らなかったものの事を重く受け止め、
協力会社を含めて事故発生の根本原因を徹底的に掘り下げ
ることで「抜本的対策」を策定し、事故撲滅の取り組みを進めて
います。更には、弊社においても本年4月に物流の企画・管理
業務の機能をいわき事業所に移し、クレハ運輸を始め関係部
門との連携をより強化することで協働して物流事故の再発防
止に取り組んでいます。
一方、樹脂加工事業所出荷品はNEWクレラップなど段ボー

ルケース品での輸送が中心ですが、段ボールケースが直接化
粧箱として店頭に並ぶ場合があることから、段ボールケースの
破損やへこみなどの物流事故が大半を占めます。そのため、取
引業者に対してドライバーへの荷扱いに対する注意喚起と教
育・指導の徹底を図り、破損事故は年々減少しています。昨年
度は年末の繁忙期に掛けてドライバー不足による車両手配が
困難な状況と、消費税増税前の駆け込み需要による出荷量の
増加、また納品先での混雑による予定外の待機などが発生し
たことから、納期遅延などの物流事故が通常時より多く見受
けられました。
ドライバー不足の背景には構造上の問題を含んでおり、簡単
には是正できない深刻な問題です。2014年度は必要車両数
確保の難しさや運賃値上げが進む可能性がありますが、物流
安定化を重視した柔軟な対応がより一層求められます。関連部
門と連携し安全最優先の取り組みを進めてまいります。

１．私たちはお客様に一層満足していただけるよう、製品とサービスの
品質向上に努めます。

２．お客様に安全な製品を提供し安心してご使用いただくことに努めます。
３．保安防災を徹底し、製品の安定供給に努めます。

<2013年度主要テーマ>
①お客様のご要望を的確に把握し、品質マネジメントシステムの運用を
強化することにより、品質の向上を図る。

②製品の安全性リスクを把握し、製品安全に関する事故の発生を未然
に防止する。

③お客様の信頼性確保のために、外注製造先を適切に管理し、外注製品の
品質を適正に確保することにより、重大な苦情発生を未然に防止する。

④KAIZEN活動を通して製造力を強化し、製造コストの低減を図り、 
競争力を高める。

はお客様に 層満足していただけるよう 製品とサはお客様に 層満足し ただけるよう 製品と
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■ 苦情受付件数（苦情調査受付件数の推移） 
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　また、当社に対するお客様からの品質監査も積極的に受審
しています。当社製造工程に対するお客様の視点によるご指
摘、ご意見を基に確実な改善を実施し、苦情発生要因の撲滅
を図り製品安全の向上に努めています。
　当社品質マネジメントシステムの適切な運用、および
KAIZEN活動により、お客様からの苦情受付件数低減に取り
組みます。

安全性研究・
評価センター

高木 理恵

｢培ってきた技術・経験を次の世代へ｣
　私が担当している遺伝毒性試験は、発がん性を予測するスクリーニング試験として化学物質
全般の安全性評価に用いられる試験のひとつです。化学物質が染色体やDNAに与える影響
を、細菌を用いた復帰突然変異試験（エームス試験）や培養細胞を用いる染色体異常試験な
どで調べます。入社以来携わってきた仕事ですので、試験の管理・実施は得意とするところで
す！  が、今はこれまで培ってきた技術や経験を後輩に伝えることも大事な仕事になっています。

■ 特定荷主二酸化炭素排出量およびエネルギー使用量原単位指数
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グループ各社でも
積極的にRC・CSR活動を進めています。
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2010年4月1日より財団法人かながわ廃棄物処理事業
団から施設を譲り受け、（株）クレハ環境かながわ事業所（現
ウェステックかながわ）として操業をスタートしました。

ウェステックかながわ
では、焼却炉（70t/日）
3基を保有しています。
最大の特徴は焼却炉の
廃熱を利用したサーマ
ルリサイクルで、最大で
4,800kw/hの発電能
力があります。3炉中2
炉の運転で、ウェステッ

クかながわ内の全電力を補うことが可能で、余剰電力の売
電も行っております。これにより廃棄物処理法の熱回収設
置者認定を受けています。川崎市では最初の認定で、全国
的に見ても非常に早期の認定の取得となりました。同様に
経済産業省の再生可能エネルギー発電設備の認定も取得
しています。
施設の見学ルートも充実しており、国内外からのお客様

が見学に来社されます。「川崎市Walker」等の雑誌にも取
り上げられました。
川崎市内の企業として市の取り組みへの協力も行ってお

り、今年度は「川崎国際環境技術展2014」に参加しました。
また、ウェステックかながわは、川崎市の津波警報等の発表
に伴う津波避難施設にも指定されており、津波発生時には
周辺の皆様の避難施設として利用されます。

クレハベトナムは、食品包装用のクレハロンフィルムおよび
クレハロンMLフィルム・バッグの製造・販売を目的に、2008
年にスタートしました。
従業員全員が、「クレハ

ベトナムで働くことができ
て幸せだ」と思えるような
職場を作るために、私たち
は「豊かなクレハベトナム
へ」という全社目標と行動
基準を掲げています。その中で、まずは安全で快適な職場
環境を維持する取り組みを最優先に展開しています。緊急
事態を想定した避難・防災訓練を、2013年度は4回実施し
ました。また危険予知の考え方を新たに導入して、人身事故
発生撲滅を目指した活動を開始しました。
品質面では、ISO9001の運用を強化して、お客様に安心

してご使用いただける「クレハロンブランド」にふさわしい、
製品とサービスの品質向上に努めています。特に、製造技
術のブラッシュアップにより、さらなる品質の向上を図り、グ
ローバルな競争力を高めています。

従業員とその家族と
の親睦を目的に、12月
には職場旅行を開催し
て、約200人で楽しい
ひと時を過ごしました。
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グループ会社での取り組みグループ会社の活動
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会社概要

1982年2月10日
3億円
20億2,000万円(2014年3月期)
78人
茨城県かすみがうら市宍倉5691
樹脂加工・販売（フィルム・シート）
http://www.kureha-xt.co.jp/

2013年度の主な取り組み

1 コーポレート・ガバナンス
①当社は、2006年に内部統制システムの基本方針を決定し、企業理
念、目指すべき方向、行動基準を定めて企業活動を展開しています。

2 コンプライアンス
①クレハグループ倫理憲章に基づき、2004年に「コンプライアンス規
定」を制定し、委員会を設置。また、コンプライアンス相談窓口を開設
するとともに、「コンプライアンス・ハンドブック」を作成し、行動基準
を明確にし、全従業員を対象に教育を実施し、啓蒙を図っています。

3 品質管理・環境保全
①品質、環境の管理はマネジメントシステム（ISO9001、ISO14001）
を活用し、継続的に改善活動を実施しています。
②クレーム等の対策結果検証システムを取り入れ、お客様に満足してい
ただける品質の製品を提供できる体制を運用しています。
③（株）クレハが製造するふっ化ビニリデン樹脂と、当社のフィルム・シー
ト押出技術を活用した太陽電池向け保護
フィルムを開発し、二酸化炭素排出削減
に貢献しています。
④食品包装フィルムは、フィルムの薄膜化を
図り省資源に努める等、環境に優しい製
品提供をしています。

4 労働安全衛生
①2004年に「メンタルヘルス規定」を制定し、相談窓口を開設しました。
また、産業医による健康相談会を毎月実施しています。
②ゼロ災を目指し、5S・整流化活動（職場晴天活動）、安全教育、
SKYT（即時・即応危険予知トレーニング）、安全パトロール等の活動
を実施し、無災害時間は218万時間・人に達しました。

5 廃棄物削減、省エネ関連
①2009年以降のリサイクル率は85%以上を維持しました。
②省エネ活動を推進し、エネルギー使用量の削減と二酸化炭素排出量
削減に努めています。

2013年度の主な取り組み

1 環境保全活動
①釣糸の主力商品「シーガー」と「シーガー
エース」の外箱をプラスチックケースから
袋へのリニューアルと3号以下のスプー
ルの薄型化を行い、製品廃棄物の削減を
図りました。
②7月20日～28日に休日の振替を行い、夏
季電力のピークシフトを実施し、休暇期間
の最大電力を通常時の約20%に抑えるこ
とができました。
③プラスチック廃棄物の再資源化を図り、
環境負荷の低減活動を推進しています。
2013年度は、新たに屑糸の再利用を開
始しました。
④地域社会との共生活動として、工場外周辺
の美化清掃と騒音測定を実施しています。
⑤水質汚染管理としてBOD値の推移を月
毎に確認し、排水管理を実施しています。

2 保安防災活動
①構内のつまずき危険箇所を抽出し、社内へ通知し注意喚起を行いま
した。危険箇所については随時補修を行っています。

3 労働安全衛生活動
①事故ゼロを目指し、ヒヤリ・ハット等の労働災害リスクの低減活動を
継続して推進しています。

②2013年度の労働災害（4日以上の休業）は1件でした。
③作業環境測定（WBGT指標）を活用し、熱中症予防への取り組みを実施しました。
④新規設備稼働前に設備安全審査にてリスクアセスメント評価を行い、
不安全箇所の改善を実施しました。

4 品質保証活動
①更なる顧客満足度の向上を目指し、定量的な指標値を設けて管理しています。
②不具合が発生した時、現場での検証確認により真の原因追求と是正
効果の確認を行い、再発防止活動に繋げています。

代表取締役社長

松尾　修介

代表取締役社長

高橋　仁

クレハ エクステック株式会社

設 　 　 立
資 本 金
売 上 高
従 業 員 数
本 社 所 在 地
事 業 内 容
ホームページ

会社概要

1963年4月1日
1億2,000万円
36億円（2014年3月期）
108名
栃木県下都賀郡壬生町元町1-63
樹脂加工・販売（原糸、繊維製品、成形品）
http://www.kureha-gohsen.co.jp/

設 　 　 立
資 本 金
売 上 高
従 業 員 数
本 社 所 在 地
事 業 内 容
ホームページ

代表取締役社長

陶山　浩二

クレハ合繊株式会社

太陽電池モジュール

危険予知教育

本社外観

リニューアルした
「シーガー」と「シーガーエース」

コンプライアンス、情報管理、
リスク管理、RC活動の推進と
環境配慮型製品の積極展開に
取り組んでまいります。

創立50周年を迎え、新たな気持ちで
統合マネジメントシステム（ISO9001、
ISO14001、OHSAS18001）を
展開していきます。Kureha Vietnam Co., Ltd.

屑糸粉砕機の安全審査風景

騒音測定（周辺住宅への影響）

ルした

発電用ボイラー

ウェステックかながわ外観

NEW FACEGROUP NEWS 各社の新しい取り組み・話題を紹介します。

会社概要

2008年1月11日
21,900千米ドル
32,000千米ドル（2014年3月期）  
281名
Plot 227/3, Road 13, Amata l.p., Long Binh Ward, 
Bien Hoa city, Dong Nai Province Vietnam
食品包装材料の製造、販売

設 　 　 立
資 本 金
売 上 高
従 業 員 数
本 社 所 在 地

事 業 内 容

「豊かなクレハベトナムへ」
をスローガンに、若い力で、
安全で快適な職場環境の
維持と品質向上に
取り組んでいます。

株式会社クレハ環境 
ウェステックかながわは、人と社会と地球
環境との調和を大切にし、産業廃棄物の
適正処理とサーマルリサイクルで環境保
全を目指しています。



1 保安防災（リスクアセスメント）
①リスクアセスメント教育を全従業員を対象に実施しました。リスクア
セスメントとは、危険や有害性のある場所や作業（ハザード）を特定し、
リスクを低減する、または無くす取り組みです。優先度の高い課題
から順に対策を実施しています。

2 総合防災訓練
①今年度も地元勿来消防署との共同で
総合防災訓練を実施しました。また、
その様子を地域の役員の皆様にご視
察いただきました。

3 地域交流・環境美化
①毎年、草刈りや水路清掃の他、様々
なボランティア活動を通して環境美化
活動に取り組んでいます。

②本社に隣接する公園「いこいの広場」
と本社ロビーを一般に開放していま
す。本社ロビーには、地域の皆様か
らお借りした作品約９０点が展示され
ています。

4 対話集会
①第１１回 CSR 地域対話集会にクレハ
グループの一員として参加しました。
発表を通じて、地域への情報発信を
行いました。

5 情報公開
①当社ホームページにて、情報公開を行っております。施設の維持管
理に関する情報として、廃棄物の処理量等の情報を毎月更新してい
ます。

2013年度の主な取り組み

1 物流安全・品質管理
①「安全最優先」の考えに基づき、事故ゼロを目指し、全社的な安全お
よび物流品質向上の施策・活動を実施しています。
②グループ会社、協力会社の安全監査を実施しました。
③クレハ技能研修センターでの安全研修を行いました。

2 環境保全
①2007年にISO14001の認証を取
得し、環境保全活動を推進していま
す。
②省エネ訓練講習会の実施、および、デ
ジタルタコグラフやドライブレコー
ダーの導入によって、燃費向上、二酸
化炭素排出削減に努めました。
③国土交通省が推進している運輸安全
　マネジメントシステムの導入準備を進
めています。

3 保安防災
①安全パトロールや総合防災訓練を実
施し、保安防災に努めました。

②緊急時および災害時を想定した、軽
油漏洩防止訓練・通報訓練を実施し
ました。

4 地域社会活動への参加
①勿来海岸や蛭田川などの清掃活動に
積極的に参加しています。
②地域安全のために一般道路での安全
パトロールを行いました。

代表取締役社長

蛭田　宣行

会社概要

1962年8月25日
3億円
67億円（2014年3月期）
171名
福島県いわき市錦町落合69
運送業、倉庫業
http://www.kure-un.co.jp/

設 　 　 立
資 本 金
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従 業 員 数
本 社 所 在 地
事 業 内 容
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1 CSR活動
①クレハグループのレスポンシブル・ケア方針のもと、品質・環境・安
全の向上を目指し、全員参加によるRC活動を進めています。また、
オールクレハRC協議会の一員としてグループ各社と共にコンプライ
アンスの実践に努め、本活動を推進しています。

2 環境保全
①廃棄物の発生抑制と資源の適正管理を基本とした3Rの推進、ゼロ
エミッション活動を行いました。
②環境負荷低減推進のため、クールビス活動（6月～ 10月）および
ウォームビズ活動（11月～ 3月）を積極的に行いました。

3 保安防災・労働安全
①東日本大震災時の対応状況を総括して保安防災対応策へと繋げる
ため、避難訓練および安否確認訓練を実施しました。
②ゼロ災を目指して、建設業労働安全衛
生マネジメントシステム（COHSMS）お
よびクレハ錦建設安全衛生協議会によ
る災害防止活動に取り組み、専門工事
業者と一体となって現場管理力を向上
する活動を推進しました。さらには、工
事現場における安全衛生対策とリスク
アセスメントKYの確実な実施等、災害
防止に努めました。

4 地域社会との共生・交流
①クレハグループによるCSR地域対話
集会に参加して地域社会のご意見を
経営に反映させました。
②地元の高校生を受け入れて、職場体
験・現場実習教育に協力しました。
③道路美化運動、清掃ボランティア等
の地域行事へ積極的に参加し交流を
深めました。

会社概要

1956年3月10日
3億7,000万円
148億円（2014年3月期）
207名
福島県いわき市錦町綾ノ町16
建設業
http://www.kurehanishiki.co.jp/

設 　 　 立
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クレハ運輸株式会社

代表取締役社長

國井　英一

クレハ錦建設株式会社

安全研修でのＫＹＴ(危険予知トレーニング)
延べ実施回数：14回　参加者数：306名

「輸送の安全と信頼」を事業の
基本理念として物流サービスの
向上を目指し、顧客企業様との
共栄に努めています。

2013年度の主な取り組み

品質・環境・安全の向上を
目指し、全員参加による
RC活動をさらに推進して
まいります。

第36回安全衛生大会

いわきのまちをきれいにする
市民総ぐるみ運動

安全パトロール

軽油漏洩防止訓練

会社概要

1972年10月2日
2億4,000万円
66億円（2014年3月期）
58名（2014年7月現在）
福島県いわき市錦町落合135
プラント建設、設備メンテナンス業務
http://www.kureha-eng.co.jp/

2013年度の主な取り組み

1 環境保護・品質管理
①ISO14001およびISO9001を機軸とする複合マネジメントシステム運
営において環境、品質、その他の各方針に基づく目標を設定しました。

②高品質で環境負荷の低いプラント製品・工事・サービスを提供すべ
く、顧客満足の向上に取り組みました。

2 労働安全衛生
①元請事業所として、協力会社を含む
全従業員の安全をより確実なものに
するため、2012年度より独自の安全
衛生マネジメントシステムを制定、運
用を開始し、2013年度に見直し改
訂をしました。

②リスクアセスメントおよび始業前 RKY
（リスク危険予知） の充実と実行およ
びいわき事業所安全ルールに基づい
た活動で事故防止を図りました。
③安全衛生委員会やクレハ安全衛生協
議会、ならびに協力会社と組織して
いるクレハエンジニアリング安全協
議会を通じて、情報の共有化とコミュ
ニケーションを図りました。

3 地域との共生／清掃ボランティア
①年2回、「いわきのまちをきれいにす
る市民総ぐるみ運動」に参加し、会社
に隣接する東側の市道と北側の県道
路沿いを中心に、除草、ゴミ拾い、側
溝掃除などの美化活動を行いました。

2013年度の主な取り組み
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会社概要

1971年12月1日
2億4,000万円
92億7,000万円（2014年3月期）
329名
福島県いわき市錦町四反田30番地
環境事業
http://www.kurekan.co.jp/

設 　 　 立
資 本 金
売 上 高
従 業 員 数
本 社 所 在 地
事 業 内 容
ホームページ

地域社会に信頼される企業として
独自の品質・環境方針を定め、
全員参加による仕事への
取り組みを実践しています。

これからも、地域に根ざし、
人と社会そして地球環境との
調和を大切にする会社を
目指してまいります。

代表取締役社長

紫垣　由城

株式会社クレハエンジニアリング

代表取締役社長

谷口　伸幸

株式会社クレハ環境

地域の皆様の作品展示

会社周辺の清掃活動

平成25年度総合防災訓練安全パトロール

安全集会
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会社概要

1964年8月19日

8,500万円

19億円（両社合計2014年3月期）

60名（合併後）

東京都大田区昭和島2-4-4

樹脂加工・成形品・ESDコンパウンド販売

http://www.kureha-extron.co.jp/

2013年度の主な取り組み

1 活動全般
①日本で初めて切削加工用樹脂素材を商業化し、汎用樹脂から高機能

樹脂まで幅広い素材製品を製造販売しております。2014年4月1日

付けで（株）クレファインを吸収合併致しました。

②クレハグループ倫理憲章とRC方針に則り様々な活動を推進しており

ます。RC活動についてはISO9001とISO14001を基に品質向上

ならびに環境保全活動に取り組んでおります。

③大田区産業振興協会主催で大田区より「人に優しい・まちに優しい

『優工場』」に認定され4年が経過しましたが、地域に密着し世界に貢

献できる活動と技術の提供を継続しております。

2 労働安全衛生
①危険作業洗い出しのため、リスクアセスメントを実施しました。

3 環境保全
①東京都の省エネ診断を受けながら節電、省エネに加え廃棄物削減を

進めております。

②近隣工業団地の環境整備活動を中心に地域社会活動に積極的に参加

しております。

4 環境に優しい商品の提供
①太陽光、風力発電、燃料電池、HEVなどの地球温暖化対策関連商品

の開発に顧客と一体となり開発を推進しております。

《商品例》

　海洋ブイ容器（資料提供：独立法人海洋研究開発機構）

地球温暖化監視に設置されているm－Triton海洋ブイに当社の

POM切削品が使用されています。軽量で貝などが付着しにくくかつ

剥がれ易い地球環境に優しい商品です。

2013年度の主な取り組み

1 マネジメントシステム
①当 社 は1998年 にISO9001の 認 証を取 得し、2000年 には

ISO14001の認証を取得しました。当社のCSR活動は、この2つの
ISO規格を基に品質向上ならびに環境保全活動に取り組む中で、基
本的な活動を実施しています。

2 ISO26000
①2013年12月に、CSR活動の普及、発展を目指して合成ゴムやプラ
スチック等の製造販売会社470社が加盟するNRK（Federatie  
Nederlandse Rubber- en Kunststofindustrie）が推進している
プロジェクトに参加することを決定しました。NRKプロジェクトは企業
が合同してISO26000に基づく経営を展開していこうという取り組
みであり、品質向上、環境保全に留まらずより広いCSR活動の普及
を目指すものです。

3 環境保全
①産業廃棄物の削減に努めてきた結果、2013年度のリサイクル率は、
100％になりました。
②環境に配慮した食品包装材料の提供に努めています。
《商品例》
　当社の自動包装システム向けの多層収縮フィルムは、収縮バッグと比
較して、お客様のプラスチック使用量削減に寄与し、サスティナビリティ
に貢献する製品です。

設 　 　 立
資 本 金
売 上 高
従 業 員 数
本 社 所 在 地
事 業 内 容
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1973年10月1日
2,722,000ユーロ
42,741,000ユーロ（2013年12月期）
203名　
Londenstraat 10, 7418 EE Deventer, The Netherlands
樹脂加工・販売（食品包装材）
http://www.krehalon.com/

設 　 　 立
資 本 金
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本 社 所 在 地
事 業 内 容
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（株）クレファインの吸収合併に
よって、さらに多様なニーズに
お応えし、お客様から信頼される
パートナーを目指しております。

ISO9001、ISO14001に加え、
新たにISO26000を活用した
CSR活動を進めています。

m-Tritonブイ（全体） m-Tritonブイ（下部）
POM 製耐圧容器

クレハエクストロン株式会社

代表取締役社長

西畑　直光

Krehalon Industrie B.V.

取締役社長

Henk Boersma

Krehalon Industrie B.V.本社工場 チーズ包装用
クレハロンFSフィルム

会社概要

レジナス化成株式会社

2013年度の主な取り組み

1 マネジメントシステム
①（株）クレハいわき事業所の管理単位としてISO9001、ISO14001、
OHSAS18001の認証を受けています。

2 労働安全衛生
①年2回作業環境測定士による作業環境の自主測定を行っています。
②有機溶剤や特化物取扱い作業時の安全性を確認するとともに薬品の
危険性についての安全教育を行いました。

③リスクアセスメントを活用し、従業員の安全意識を向上させ、事故防
止に取り組みました。

3 保安防災・品質管理
①社内防災訓練の実施および（株）クレハいわき事業所の総合防災訓
練への参加を通じ、緊急時に備えました。また、非常時備品の整備を
進めました。
②外部講習会や精度管理事業に参加し、分析技術と精度管理の向上に
努めました。
③品質事故事例報告会を開き、類似品質事故の防止を図りました。社
内での品質内部監査を継続実施しました。

4 省エネ
①新たな西日対策として、対象の2階測定室の窓に従来のブラインド
に加え養生シートを貼り付け、減光・減熱を図り、省エネに取り組み
ました。

1 マネジメントシステム
①品質、環境に関するマネジメントシステム（ISO9001、ISO14001）
を活用し、継続的な改善を行っています。
②東広島工場への拡大審査が終了し、いわき工場と同様のシステムで
運営されています。

2 保安防災
①10月23日を防災の日と定め、毎年自主訓練を行っています。
②いわき市自衛消防操法競技会の見学によって優先行動順位等を勉
強し、訓練の参考にする等工夫をしながら保安力向上を図りました。

3 労働安全衛生
①2ヵ月に一度の安全パトロールを実施し、安全衛生委員会では活発
な意見を交わしました。従業員全員の安全意識の上に無災害が達成
できることを第一に考え取り組んでいます。

4 環境
①従業員教育に取り組み、産業廃棄物の発生量を、昨年度比25％削減しました。

5 製品安全
①電気・電子業界の各お客様に対するグリーン調達基準への適応、ま
た、法改正に伴う製品SDSの逐次改訂を的確に対応しました。

6 リスク管理

①2013年3月の東広島工場操業開始に伴い、新たなBCP計画を構
築し、緊急時のリスク対応を整えました。

会社概要

1990年11月14日
5,000万円
14億100万円（2014年3月期）
121名
福島県いわき市錦町落合16
製品等検査および環境・理化学分析、医薬関連分析
http://www.kureha-bunseki.co.jp/

設 　 　 立
資 本 金
売 上 高
従 業 員 数
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会社概要

1972年10月18日
8,000万円
20億600万円（2014年3月期）
66名
東京都中央区日本橋堀留町1-2-10　イトーピア日本橋SAビル
エポキシ樹脂を中心とした接着剤の製造、販売
http://www.kureha-trading.co.jp/

設 　 　 立
資 本 金
売 上 高
従 業 員 数
本 社 所 在 地
事 業 内 容
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高い分析評価技術で、生活環境
を守り、人々の健康で豊かな生活
に貢献する企業を目指し、「品質と
信頼」でお応えしてまいります。

2013年度の主な取り組み

いわき工場と東広島工場が
一体となって、「安全・環境・
品質」の向上に取り組んでいます。

株式会社クレハ分析センター

代表取締役社長

高山　幸義
代表取締役社長

吉元　恵一

省エネ対策　安価養生シートの利用ドラフトの風速測定 防災訓練　訓練前の指示 防災訓練　負傷者の手当
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2013年度の主な取り組み

会社概要

2003年4月30日
12,900千米ドル
52百万元（2013年12月期）
74名
上海市嘉定工業区興栄路1585号
炭素繊維製耐熱材料の製造・販売
http://www.kureha.sh/

設 　 　 立
資 本 金
売 上 高
従 業 員 数
本 社 所 在 地
事 業 内 容
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会社概要

2007年1月1日
490.2千米ドル
3,132千米ドル（2013年12月期）  
9名
10 AceeDrive, Natrona Heights, PA, 15065 USA
炭素繊維製耐熱材料の製造
http://www.kureha.com/
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品質向上、環境保全はもとより、
グループの基準に沿った
行動基準で、コンプライアンスの
啓蒙・教育を推進しています。

2013年度の主な取り組み

1 コンプライアンス
①2013年に発足した中国のクレハグループコンプライアンス委員会
が作成したコンプライアンス行動基準書に基づき、社員へ啓蒙・教
育活動を定期的に実施しています。

2 品質保証
①顧客満足度を引き上げて行くことを目標とし、お客様からの問い合わ
せに迅速に対応することを心がけています。
②ISO9001に沿って、品質管理技術の維持と向上を進めています。

3 環境保全
①関係する国際公約、国家法規を遵守することを誓うとともに、環境保
全に関する情報入手に積極的に取り組み、ISO14001に沿って、よ
り環境に優しい物づくりへの改善に日頃から取り組んでいます。
②エネルギー削減に積極的に取り組むため社内に省エネ委員会を設置
し、活動を開始しました。

4 保安防災に対する取り組み
①設備保全、5S 活動、防災訓練などを通じて、事故や災害が発生しにく
い職場環境形成に努めています。

②従業員一人ひとりにとって快適な職場であるかを、自問自答しながら自
助改善の精神で取り組んでいます。

≪商品例≫
　当社の主力製品はピッチ系炭素繊維製の成形断熱材クレカFRです。
被焼成物に高品質が要求される1000℃～ 2500℃の高温炉の断熱材
として、セラミックや金属、LED用サファイヤ焼結、電気自動車用磁性
材料の熱処理や、太陽光発電パネルや半導体用のシリコン結晶の製造
等に使用されています。

クレカＦＲ 使用例

上海呉羽化学有限公司 Kureha Advanced Materials LLC

董事・総経理

岩本　茂樹
取締役社長

Leeland Pfeifer

1 環境保全
①環境を守り、地域社会との共生を図るため、植物や土壌などが本来
持っている性質をうまく利用して、水質浄化させる自然共生型環境管
理技術（バイオリテンション）を持つ広い池を設置しました。この池は
水質浄化だけでなく、植物の生命力が活気にあふれ、花が満開とな
る季節には人目を引く景色を呈します。
 
2 労働安全衛生
①保険会社認定の労働安全衛生チームは、毎月会合を持ち、職場環境
をモニタリングすることにより、安全で環境に優しい職場づくりを推
進しています。

②従業員の呼吸器官の健康をしっかり保つため、工場内各所での大気
環境測定を四半期毎に継続的に行っています。
③聴覚に影響を及ぼす可能性のある場所を特定するため、工場内各所
での騒音レベル調査を実施しています。
④従業員の安全や生産性を高め、製造工程の合理化や利益の改善をも
たらすバリューストリームマップ （製品を原料から顧客に届けるまで
のすべての工程における物と情報の流れ図）を完成させました。

≪商品例≫
　当社の主力製品はクレハの炭素繊維を使用した断熱材です。半導体
およびソーラー産業における単結晶・多結晶シリコンインゴット製造炉、
人工サファイアインゴット製造炉、さらに自動車や航空機を含む様々な
産業用途の金属やセラミックを焼結する熱処理炉で使用されています。

ノイズレベルモニター バイオリテンション

職場環境のモニタリング、
バリューストリームマップなどを
活用し、安全で環境に優しく、
生産性の高い職場づくりを
推進しています。

クレハ エクステック株式会社 クレハ運輸株式会社

クレハ錦建設株式会社

項　目 単 位 2009 2010 2011 2012 2013

エネルギー使用量
（原油換算）

エネルギー使用量原単位
（対売上）

二酸化炭素排出量
(炭素換算）

労働災害発生件数

死亡災害発生件数

延べ労働時間

休業度数率

休業災害強度率

設備災害発生件数

物流事故件数

廃棄物発生量

リサイクル量

リサイクル率

埋立量

ｋL

ｋL/ 百万円

トン

件

件

千時間

ー

ー

件

件

トン

トン

％

トン

683

0.43

335

0
0

137
0.00
0.00
0
0

264
247
94
17

760
 

0.38
 

423

0
0

138
0.00
0.00
0
0

242
209
86
33

814

0.42

341

0
0

146
0.00
0.00
0
0

314
297
95
17

871

0.40

369

0
0

163
0.00
0.00
0
0

378
349
92
29

1,142

0.77

584

0
0

165
0.00
0.00
0
0

267
238
89
29

クレハ合繊株式会社

認証取得マネジメントシステム 取得年月

環境（ISO14001）

品質（ISO9001）

2007年3月
1999年2月

項　目 単 位 2009 2010 2011 2012 2013

エネルギー使用量
（原油換算）

エネルギー使用量原単位
（対売上）

二酸化炭素排出量
(炭素換算）

労働災害発生件数

死亡災害発生件数

延べ労働時間

休業度数率

休業災害強度率

設備災害発生件数

物流事故件数

廃棄物発生量

リサイクル量

リサイクル率

埋立量

PRTR 制度届出物質数

大気排出量

外部移動量

ｋL

ｋL/ 百万円

トン

件

件

千時間

ー

ー

件

件

トン

トン

％

トン

件

ｋｇ

ｋｇ

2,495

0.24

1,871

0
0
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0.00
0.00
0
48
48
38
79
0
4
35
0

2,543

0.25

1,901

4
0

664
4.52
0.02
0
42
99
45
45
0
4
35
0

2,626

0.25

1,937

1
0
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1.47
0.24
0
42
42
35
83
0
4
34
0

2,554

0.23

1,889

0
0

756
0.00
0.00
0
28
40
35
87
0
4
39
0

2,661

0.25

1,873

4
0

762
5.25
0.12
0
46
41
36
87
0
4
36
0

認証取得マネジメントシステム 取得年月

環境（ISO14001）

品質（ISO9001）

2007年3月
2001年8月

項　目 単 位 2009 2010 2011 2012 2013

エネルギー使用量
（原油換算）

エネルギー使用量原単位
（対売上）

二酸化炭素排出量
(炭素換算）

労働災害発生件数
死亡災害発生件数
延べ労働時間
休業度数率
休業災害強度率
設備災害発生件数
廃棄物発生量
リサイクル量
リサイクル率
埋立量
PRTR 制度届出物質数
大気排出量
外部移動量

ｋL

ｋL/ 百万円

トン

件

件

千時間

ー

ー

件

トン

トン

％

トン

件

ｋｇ

ｋｇ

949

0.27
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0
0
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0.00
0.00
1

297
228
77
70
0
0
0
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0.26

558

1
0

228
4.39
0.19
1
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141
78
40
0
0
0

1,024

0.34

503

0
0

229
0.00
0.00
0

218
164
75
55
0
0
0

1,068

0.42

530

0
0

231
0.00
0.00
0

178
134
75
45
0
0
0

926

0.45

596

0
0

195
0.00
0.00
2

224
179
80
45
1
0
54

認証取得マネジメントシステム 取得年月

環境（ISO14001）
品質（ISO9001）

労働安全衛生（OHSAS18001）

2005年3月
2003年4月
2006年6月

項　目 単 位 2009 2010 2011 2012 2013

エネルギー使用量
（原油換算）

エネルギー使用量原単位
（対売上）

二酸化炭素排出量
(炭素換算）

労働災害発生件数
死亡災害発生件数
延べ労働時間
休業度数率
休業災害強度率
設備災害発生件数
廃棄物発生量
リサイクル量
リサイクル率
埋立量

ｋL

ｋL/ 百万円

トン

件

件

千時間

ー

ー

件

トン

トン

％

トン
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0.006

37

0
0
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0.00
0.00
0

21,606
19,331
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2,275

82
 

0.006
 
35

0
0

563
0.00
0.00
0

26,202
23,005

88
3,197

87

0.006

37

0
0

610
0.00
0.00
0

21,087
18,482

88
2,606

90

0.008

44

0
0

636
0.00
0.00
0

10,130
8,429
83

1,701

87

0.007

43

0
0

663
0.00
0.00
0

7,532
6,370
85

1,162

認証取得マネジメントシステム 取得年月

環境（ISO14001）
品質（ISO9001）

建設業労働安全衛生（COHSMS）

2005年7月
2000年12月
2012年3月

＊集計範囲：クレハ運輸グループ  
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